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⑦成果の普及・発信について       

（１）学校便り・ＰＴＡ会報など 
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・校内向けには、前ページの学校便り・ＰＴＡ会報で情報発信を行った。１・２年生の保

護者に対しアンケートを実施したところ、１・２年のほとんどの保護者がＳＳＨ校に指定

されたことは知っていた。しかし、その取組み内容については、ＳＳＨ該当学年ではない

２学年保護者には大部分に周知されていないことがわかった。このことは、一般市民に対

しては、さらに周知が必要ということを示唆している。 

・今後、１年間の取組みをまとめ「ＳＳＨ通信」という形で、道南管内小中学校、道内外

ＳＳＨ高校・管内大学など、関係のある団体等に配布しさらに普及を図る予定である。 

（２）学校ホームページへのアップロード 

 今年度に入ってから本校ホームページの中に、ＳＳＨ用のリンクを張ってもらい、記事

にアクセスしやすくした。ＳＳＨ関連記事は今年度で１８本となり、１学年保護者のうち 

 ％の方がアクセスしている。今後、さらにタイムリーに記事を増やすと同時に、アク 

セスしやすいようなＨＰとなるように工夫をしたい。 

本校ホームページアドレス  http://www.kanchu.hokkaido-c.ed.jp/zennichi/index.html 

（３）成果発表会等について 

①校内ポスター発表会要項〔抜粋〕 

 １ 実施日 令和２年９月２３日（水） ※短縮授業で６時間 

 ２ 時 程  ５分短縮で６時間（２～３年生は特別時間割の授業を実施） 

   ８：２５～ ８：３５ 教室でＳＨＲ  

   ８：４５～ ９：２０ パーティションおよびポスターの設置、発表練習など 

   ９：３０～１１：２０ ポスター発表会（発表班・聴衆班の割り当ては別紙） 

    ①各班で発表者を決めておく。複数での発表も可。各班３回ずつの発表を行う。 

    ②発表時間最大７分＋質疑応答最大６分＋移動時間２分＝１５分で１サイクル 

    ③２校時は奇数班、３校時は偶数班が発表する。 

  １１：３０～１２：３５ パーティション・ポスター撤収・アンケート入力 

 ３ 会場図（略）                                              

 ４ 評価・表彰 

 （１）評価は生徒全員が発表会当日に行う 

   各自で発表を聴いた班の評価を「評価ルーブリック表」に記入する。評価ルーブリ 

  ックを Classi に入力する。 

 （２）代表作品選考のしかた  

    ①各クラス担任・副担任で内容を吟味し、２つの班を選出する。（発表会終了後） 

   ②昼休み・放課後の時間を使って、選出された班は生物教室で先生方（理科の先生 

   を審査員とする）を対象にプレゼンを行う。１～３位まで順位付けを行い表彰す 

   る。 

②校外発表会等 

 ・校内ポスター発表会での優秀作品を、函館市内公共施設にて公開発表の予定であった 

 が、コロナ禍の影響で実施を取り止めた。 

 ・函館市内近隣小中学校での「実験教室」ならびに本校での「天体観測会」はいずれも 

 新型コロナ感染拡大防止の観点から中止とした。 

・「令和２年度ＨＯＫＫＡＩＤＯサイエンスフェスティバル」への参加は、１年生有志４

名によりオンライン参加を行った。（発表タイトル「大沼環境調査～植物による水質改善

～」） 

・「北海道インターナショナルサイエンスフェア（ＨＩＳＦ）」への参加は、１年生有志

８名によりオンライン参加を行った。（発表タイトル「Onuma Environmental Research   

～Relationship Between Onuma and Livestock～」） 


